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裁培技研，3（1）：77～85，’1974

台湾産クルマエビの採卵用親エビとしての

利用価値について

今　村　茂　生

（瀬戸内海栽培漁業協会）

める一方，台湾産クルマエビの使用

について検討することとし，昭和蘭

年以降，玉野，屋島，上浦および志

布志の各事業場がその塵卵，幼生の

ふ化，飼育などについて試験を実施

してきた。ここではこれらの試験結

果を総括して，台湾産クルマエビの

採卵胴親エビとしての二二薩嚇：につ

いて報告する。

　なお，本文はこの試験に関与した

各事業場職員に代って筆者が取まと

めを行ったものである。また，取ま

とめに当って新東亜交易株式会社の

菅原彪氏から台湾における該当親エ

ビ漁獲の状況について資料の提供を

頂いた。嗣氏に対し深謝の意を表す

る。

　近年，瀬戸内海栽培漁業センターにおけるクルマエビの種苗生産数量は1億5千万尾余となっ

ているが，その生産業務は毎年畦月下旬から開始されるので，種苗の第1罎配布は6屑上旬頃と

なる。種苗を放流して，それから年内になるべく多くの生産を挙げるためには，その放流時期は

できるだけ早い方がよい。したがって沿岸寄りの漁場で，当年発生群により多く依存している地

方では早期の種苗配布に対する要望が強い。しかし，現在のように，採卵親エビをわが国沿海で

漁獲されるエビに依存している限り，また親エビの養成技術が開発されない以上，種苗配布時期

を現状より早めることは難しい。

　栽培漁業協会では，この点の解決　　　　　　　図1　台湾におけるクルマエビ漁場

策として親エビの養成技術開発を進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新東亜交易懸資斜より）

　　　1．台湾産クルマエビの漁況

　新東亜交易株式会社が取扱ってい

るクルマエビ（親エビ）の漁場は，

三社の資料によると，台湾本島と膨
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湖島の二二海域で，安平からおよそ20二黒の地点であり，水温の上昇に伴ない漁場は漸次北上す

るという。水深は30～60mである。漁獲は主として底曳き網漁業により，一部で漏し網も使用さ

れているということである。漁場付近での観測は禁止きれているので，台湾省水産試験場台南分

所の七美および吉貝地区の水温三三結果を表1に掲げておく。これは3日毎，午前10時の月平均

である。

表1　台南付近の水温

年 測地 10月　　11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

七美 16．1 2L1 22．9 25．0
1968

告貝 20．1 24．6 27．2

七美 17．9 23．91969
吉賛 18．8 23．9 27．8

1970 七美 19．6 19．o

吉員

1971
七美 27．6 24．0 aL2 18．2

吉貝 23．2 19．7 16．5

（新東亜交易K．K資料より）

　台湾におけるクルマエビ漁獲量の経年

推移（1966～69）と1969年次の地区別漁

獲量を表2および表3に示した。これに

よると漁獲量は年々増加しており，1969

年のそれは約2500トンで，この海域に資

源量の豊慮さを示している。漁獲量の大

半は台南および膨湖島周辺海」或からの水

揚げによって占められている。1Elの漁

獲呈は2月に80～200裟g，3月および4

月にはそれぞれ150～4◎Okgおよび10◎～

250kg程度であり，雌エビの占める丁合

1ま2月力ご60～70％，　3月80～85％，　喚月

70～80％であって，このうち採卵に使用

できるエビは15％前後であるという。し

たがって親エビの集荷は3月が最適とい

える。

表2　台湾におけるク

ルマエビ漁獲量の推移

表3　1969年の地区別

漁獲彙

年次

1966

　67

　68

　69

総漁獲量
（トン）

地区

1379

1708

1978

2466

宜蘭県

弘化票

台南県

高尾県

膨湖県

基隆市

台南市

長尾市

計

漁獲量
（トン）

　4
　1

　7
993

178

　圭

251

1031

2466

　　　2．集荷と輸送

　三二亜交易株式会社によると，エビの集荷には台南市が最も交通の便が良く，漁業も1日1回

の操業で活きの良：いエビを入手できる利便があるので，ここに集荷基地を設けたという。朝集荷

したエビは水深約塁Oc醗，4m2のコンクリート水槽5癒に収容，通気して夕方の出荷まで飼育する。

氷嚢によって水温の上昇を防ぎ，妬～18時に活じめを行ない，18～19時に梱包する。

　栽培漁業センター各事業場までの輸送経路は図2に示したとおりであるが，この図のうち，台

南一安平闘をトラックで運んだばあいもある。また，台北一空港聞はトラック輸送であったが，
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図2　台湾産クルマエビの輸送経路と所要財閥
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縛閥が短いので閥題はなかったと思われる。輸送所要時間は梱包時間により最大2時間の誤差が

ある。上浦事業場までの輸送所要時間が最長で，梱包開始より28時間15分かかり，屋島事業場ま

でが最短で26時漁戸◎分を要している。

　荷姿は年により多少異なるが，二重のダンボーノレ箱の内箱に乾燥したオガクズとともにエビを

収容，その上下に氷嚢が詰められ，箱内の温度は開封時1◎～15℃であった。

表4　台湾産クルマエビ輪入数量と輸送中および受入れ後の整死状況

受 入　れ 塊 死 合　計

関係事業場 年一月一臼
尾数

席L　　」蹴
普@　鰍三 到着時 水槽内 合計 魏死率
（晦） 昆数（率％） 憎憎 尾数 （％）

玉野 喚6－2－23 84 6 8（9．5） 8’ 16 19．0

玉野（1） 47－3－　7 172 12 41（23．8） 22 63 36．6

志布志（1） 嘆7－3－　9 344 ％ 43（12．5） 駕 116 33．7

上浦 47－3－10 2喚9 18 29（11．6） 42 71 28．5

志布志（2） 《7－3－30 288 21 38（13．2） 53 91 3L6

屋島 47－4－14 1忽 9 26（21．0） 18 璽 35．5

玉野（2） 47－4－14 155 11 36（23．2） 15 51 32．9

志布志 48－3－28 156 11 9（5．8） 60 69 44．2

合　　計 1572 繋3 23◎（14．6） 291 521 33ほ

備i考：クルマエビ平均体璽729

　　　3．輸送によるエビの弊死と活力

　表嘆に承したように，昭和弱～娼年に計8回にわたって1572尾の親エビを輸入し，産卵とふ化，

飼育の試験に供した。そのうち，到着時の難死尾数は23◎尾で弊死率は平均越．6％となるが，5．8

～23．8％の開きがある。
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親エビはは梱包から取出し，直ちに塵卵用水槽に収容したが，その活力については収容時（屋島

事業場）あるいは収容1時間後（玉野事業場）に次の判定基準によって観察を行なった。即ち，

底に定位し，あるいは正常に遊泳するもの（良）と底で横転し，二丁を動かしたり，あるいは刺

激を与えると三脚を動かすもの（否）に大議して記録をとった。表5に，比較のできる4例につ

いて，その結果を示した。表が示すように各事例によって差はあるが，少なくとも60～70％程度

のものは採卵に使用できる状態にあったと書えよう。

表5　輸送後の活力の半綻

定位または遊泳 横　　　　転　　　　弊　　　　死　　　　　　　　濡力の状態

幕ﾆ場・試験年 尾 ％ 罵 ％ 尾 ％

46年玉野事業場 57 67．9 19 22．6 8 9．5

47年玉野二業場1二二 圭14 66．3． 17 9．9 41 23．8

4　7年三勝事業場2回鼠 95 82．6 24 20．9 36 31．8

47蓬蓬島事業場 71 57．3 27 2L8 26 21．0

計 337 63．0 87 16．3 1圭1 20．8

　産卵が期待できる卵巣の成熟状態についての観察は各：事業場あるいは選別者ごとに差があると

思われるが，各事業場に共通な選別基準に照して台湾産親エビの熟度を調べた結果を示すと表6

のようになる。これでみると，上記の選別基準で不適格のものは平均約14％（2～33％）程度で，

表6　親エビ（雌）の成熟状態のき判定結果

良 並 不　良　　　　　　熟度の判定基準

幕ﾆ場・試験庫次 尾　数　　　％ 尾　数 ％ 罵　数 ％

46年玉野事業場 29 34．5 40 47．6 15 17．9

姦7年屋島事業場 66 53．2 47 37．9 11 8．9

47年玉野事業場1薩1目 95 55．2 74 43．0 3 L8
4　7年玉野事業場2回鼠※ 31 26．1 4曾 4L2 39 32．7

計　　　1221 遮4。3 210 42．1 68 13一．6ず

1）良：高率産卵を期待できるもの。　並：産卵の可能性ありと推定できるもの。
　不良：全く産卵の可能性のないもの。
2）※生きエビのみ観察

80％前後のエビは一応産卵の可能性があるということになる。不適格33％の事イ列は購入時期がお

そかったこと（4月至4臼）と現地での選別が甘かったためであろう。

　　　毒．採卵とふ化幼生飼育の方法

　各事業場で採卵に使用した水槽の大ききと数，飼育水温条件，収容記数などを壇まとめて表7

に示した』なお，水温は漁場でおよそ2◎℃前後であったが，試験ではそれよりやや高めの例が多

く，また，産卵には上浦事業場では8×3．5×2m，9◎径のモジ網小割りに親エビを収容，志布

志事業場では8×8×2m，80径のモジ網が使用きれたが，他の事業場では直接水槽中に放養さ

れた。

　ふ化ノウプリウスの飼育については，ポストラーバ（Pn）まで飼育を行なった志布志事業場の
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表7　試験爾産卵水槽と水温条件

使用水槽 温手水濫
@　⑩

事業場（試験年次）
規格 数 加温方法 収容国国

玉野（46年） G．5M 20 20，25．30 パイプ・ヒーター 計　64尾

玉野（47年第1回）

0．5ク

k2ク
¥2ク

15
Q1

20，25．30

Q0．25

Q5

パイプ・ヒーター

{ード・ヒーター

{イラー間接

各　　5冤

e　10尾

@　33罵
志布志（47黛第1回） 175〃 1 24±0．5 スチームボイラー直接 301尾
上浦（47年） 200〃 1 20 ボイラー聞接 222尾
志布志（47年第2置） 200〃 1 21～23 スチームボイラー直接． 250躍

屋島（47郊）
0．5〃

@3ク

21

22～24

Q5

ガラス・ヒーター

{イラー閥接

各　14尾

@　57尾
玉野（47年第2回） 12〃 2 20 ボイラー間接‡ 31毘と49尾

志布志（48年） 175ク 1 2G～23 スチームボイラー直接 147尾
　　本ボ『ド●ヒーターで保濫を加える。

事例を挙げる。ここではゾエア期には醤濾かすを主体とする施肥による単細胞藻類を嗣い，ミシ

ス期およびポストラーバにはそれぞれブラインシュリンプおよびアサリ・アミの細砕肉片を投与

した。施肥の基準は表8に示した。また，換水はポストラーバになってから行ない，水槽が汚れ

てきた際には他の水槽に移し換えた。餌料暴投商量については表10に併記してある。

表8　施肥基準
（gr／200t）

NaNO3 NaHPO4 聾a2Siσ クレワットー32 MG－1
ブイツシュ
@ソリュブル

ノウプリウス期 3◎ 5 1．5 15 50 三50

ゾエア期 66 7 3．3 30 15◎ 450

　　5．採卵の結果

親エビの産卵および採卵の状況については表9に取まとめて示した。

表9　台湾産親エビの産卯とふ化ノウプリウス数

産 卵　※ ふ化ノウプリウス
供試親 卵総数

禽事業場・試験難次 産卵率 総　数 親エビ1尾
エ　ビ 尾　数 （×1◎4）

（％） （×104） 当り（×1◎り

玉野（46隼） 64 14 21．9 349 114 8．1

玉野（47年第1園） 128 違1 32．1 380 155 3．8

志布志（47年第1回） 301 73 24．3 996（1） 805（2） 11．0

上浦（47年） 220 111 5G．5 478「3） 52 0．5

．志布志（47年第2躍） 250 96 38．4 1149（4＞ 1134 11．8

屋島（47年） 85 28 33．0 一
48 L？

玉野（47年第2回） 80 25 31．2 一
150 6．0

志布志（48奪） 147 23 15．7 一
380 16．5

計 1275 411 32．2 2838 6．9

※一部産曇日を含む

（1）ノウプリウスを含む　（2）ゾエアを悼む　㈲，〈4）ノウプリウスを含む
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　親エビの産卵率は8回の平均で32％（16～51％）であった。表紙産卵尾数のうちには，一部産

卵あるいは不完全産卵と呼ばれているエビの数も含まれている。

　次に各事業場における試験の結果を詳述する。

　（1）昭和46年の玉野事業場の採卵試験によると，供試エビ64尾のうち第1夜から4夜までに完

全産卵5尾，一部産卵9尾，計14尾産卵し，産卵率22％。このうち凝集卵の見られなかったエビ

は5尾で，残りは5～45ccの凝集卵があった（卵量はメスシリンダーで測定）。産卵時間は20時か

ら翌日4時までであった。また，供試エビを20，25，30℃の3区で産卵させた結果は，20および

25℃のばあいがそれぞれ21．4％および33．3％の産卵率で，30℃では産卯がみられなかった。

　岡事業場の47年に行なわれた第1圃試験の結果では，第．i～3夜に完全産卵32尾，一部産卵9

尾，計41尾で，産卵率は32．1％であった。産卵時間は20時から翌日8時までで，早朝4～8時の

問に産卵した個体が14尾もあった。46年と同様，異なる水温段階での産卵試験を行なったが，産

卵結果に大差はなく，15～25％の産卵をみた。

　（2）47年，志布志事業場第1回の産卵試験では，第3夜までに24．3％のエビが産卵し，そのう

ち92％のものが第1夜に産卵した。第2回目は第1～4夜に38．4％のエビが産卵したが，第1お

よび3夜に産卵するものが多かった。

　（3）47年，上浦事業場のばあいには，第1～3夜に完全放卵62尾，一部産卵49尾で，半影卵エ

ビを別の網に移し換えたところ，そのうち5尾の産卵が確認でき，総計111尾で産卵率は50．5％

となった。

　（4＞47年，屋島事業場のばあいには，謝金産卵10尾，～部産卵18尾で，産卵率は33，0％であっ

た。ただし，水槽内には凝集卵が多く，とくに3トン水槽ではノウプリウスのふ化を確認できな

かった。この点については収容密度の過多による水質の悪化，熱交換器の栃質が亜鉛メッキであ

ったためその毒性の影響などが考えられている。

　（5＞47年，玉野事業場面2回の産卵試験では，12トン水槽にいわゆる良心と壷鐙俵6参照）

の親エビを分けて収容して，それらの産卵状態について観察が行なわれている。その結果は良心

区の産卵率35．6％，並卵区のそれは28，5％で，期待されたほどの大差はなかった。産卵は第1夜

に集中し，良卵区で全産卵エビの55％，並卵区で42％が産卵した。

　（6）48年の志布志事業場の試験では，第1夜から6夜まで産卵がみられ（第2夜に1尾，第4，

5および6夜にそれぞれ17，4および1尾），産卵期問が延長するとともに，産卵率も15．7％と低

かった。これは前述のように親エビの選別に無理があったと思われる。

　　　6．ふ化ノウプリウスの飼育結果

　飼育を目的とした試験は上浦事業場で1回，志布志事業場で3回実施された。しかし，上浦事

業場のばあいにぱ，ボイラーが聞接加温のため誌面に5日もかかり，初期に既に水の汚れが大き

く，失敗した。

　志布志事業場の昭和47年第1回および第2回の飼育結果はそれぞれP35で45万尾（ノウプリウ

冬からの歩留り5。6％）および178万尾（歩留り14．8％）であり，48年の第3回には40万（歩留

り10．5％）であった。表10に第3回の飼育例を示した。

　いずれのばあいにもノウプリウスからゾエア期における滅耗が大きく，幼生の強弱を論ずる前

に，この時期における適当な餌料と飼育水を準備することが先決のように考えられる。

　　考　　　察

（王）親エビの輸送方法は国内で行なわれている遠距離のばあいのそれと殆んど同様であって特

に問題はないと考えられる。輸送による弊死率は平均15％程度であり，これは国内の輸送でも1G
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表10　飼育例（48年志布志事業場）

現存数量 施肥・餌料瑚投与量（的）

月　日 天候 気温．

ﾝ⊃｝

水温

焉j1

PH 比軍
ステーご
屍数
i×104） 旛肥

シヲウ

羽ﾛ
アルテ

~ア
アサリ アミ

水占

iトン）

喚水量

iトン）

備　　　　考

41’i1日 ◎ 20．0 一 一 心 N 380 133

2 ◎轡 20．0 232 8．4 以．37 層 343 136

3 ○◎ 1？．o 22．2 8．4 24ほ1 N 303 賛15Qし 圭 136

《 ◎幽 13．5 20．6 8．4 23．7正 N 349 N150t 1 139

5 ○ 15．5 18．0 8．3 23．90 N，z 335 Z150t 1．5 139

6 ○ 互7．0 鎗．6 8．4 23．70 N，Z 190 139

7 ◎ 21．3 22．0 8．4 23．55 茂，Z 144 139

8 ◎ 2LG 21．0 8護 23．60 N，Z 139 1鎗

9 麟 19．0 21．0 8．4 23．8！ Z 122 139

10 ◎ 2L5 2気0 8．4 22．28 Z 103 Z150t 140 注水 ワムシ3×108佃投与

11 ○働 2L4 2L8 8．4 22．01 z，M 174 1 王48

12 ○ 18．7 2L8 8．4 22護8 M 118 1 148

13 ○ 14．8 20．5 8．4 22．17 M 114 1 148

14 ◎働 17．2 20．8 8．4 22．23 M 89 148

15 ◎｛霧 20．0 ～ 一 一 M，P 47 1 0．5 149

16 ◎ 20．3 20．2 8．3 20．77 P黒 83 1 0．5 玉51 55

17 ◎ 19．0 20．8 8．3 23．25 P2 100 1 0．5 146 120tタンクへ移す。計数

@12隻x104尾20 ◎ 18．8 18．G 8．3 25．82 P5 96 1 1 105

25 ○ 23．5 21．8 8．4 24．51 P1。 47 1．5 1．5 105
59

30 ○ 勝．0 23．8 8．3 2篠。02 P15 46 2 2 圭13

5退　5日 ○ 21．8 20．3 8β 25．玉5 P2D 20 3 3 1玉1

45

10 ○ 21．0 2L5 8．3 24．64 P2s 34 3 5 115 53

15 ◎ 22．8 22．0 8．35 26．09 P30 17 3 6 115 59 PH，計霰測定

20 ○ 23．2 22．0 8β 24．56 P35 10 2 10 108 55

22 ○ 盤2 一 』一
P37 40 一 一 一 鹿児島県内ノ浦町放流

聾ニノウプ棲ウス，Z：ゾエァ，擁：ミシス，Pn＝ポストラーパ（n篇B数）

％蘭後の難死は晃込まれるので特に高いとはいえない。梱包には一当注意を払っていると思われ

る。なお，栽培漁業センターの昭和47年における輸送中の発死率は2％程度の低率であったが，

これは近距離で，かつ海水中に入れての輸送であるので比較はできない。

（2＞親エビの卵巣の成熟状態は産卵が期待される良と見なされるエビが44％，やや劣るが産卵

の可能性が予想される並が42％で，産卵の期待し難いものは14％程度であった。しかし，後者の

うちには卵巣の全く未成熟の個体が含まれており，現地での選別はまだ充分とはいえないと判断

される。とくに産卵期の初期と末期には品不足のこともあって選別が甘くなる傾向も窺える。

　実際に採卵できたエビの割合（産卵率）は平均32％であったが，これはセンターの47年におけ

る紀伊水道三親エビの平均45％（20～88％）あるいは豊後水道・日向灘の平均49％（29～74％）

より劣る。これも前述のように遠距離輸送と近距離輸送との相違によるもので，ある程度止むを

得ないことかも知れない。

　（3）親エビ1尾から得られるふ化ノウプリウスの数は平均7万であり，国内産の11～22万尾

（47年実績）と比較すると劣る。凝集卵が産出されることもみられたので，やはり長距離輸送に
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問題があるように思われる。

（4＞志布志事業場の例では親エビ1尾から11～16万のノウプリウスが得られ，飼育成績は劣る

が10％以上の歩留りでP35が生産きれることを考えると，問題は台湾産親エビそのものの質にあ

るのではなく，むしろ遠距離輸送と採卵・ふ化幼生の飼育に改善すべき点があると考えざるを得

ない。

　（5）台湾産親エビの輸入は2～4月になるから，受入れ側ではどうしても加温装置をもつこと

が必要となる。また，この時期は臼照量も低いのでグリーン・ウォターを作る点でも問題がある。

いつれにしても採卵・ふ化幼生の飼育態勢を充分に整えることができれば，初期の目的を果すた

めに，このエビの利用価績は充分あると考えられる。

（6）なお，最後に台湾産クルマエビの来産卵個体と産卵後の個体（表11参照）について体重（Wg）

表11　供試エビの体長と体重

平均体長（㎝） 最小一最大（㎝） 平均体重（9） 最小一最大（2） 資料数

47年玉野事業場1回鼠 一 一 76．0 59－128 172

47嬉志布志事業場1回目 18．6 16．3－22．⑪ 73．5 50－118 197

47爺上浦事業場 18ほ 　　　　鴨P5．2－22．5 74．1 44－1辱38 淡8

47年志飛志事業場2回鼠 圭8．3 16．3－22．5 78．5 50－12G 288

47年屋島事業場 一 ｝ 81．6 50－135 124

47年玉野事業場2回目 一 一 74．2 55－110 155

48年志布志箏業場 18．7 17．0－21．8 73．6 60－100 46

計 18．4 15．2－22．5 75．9 44－138 1230

図3　産卵エビと難病エビの体長と体重｛以．ヒ浦事業場）
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図4　産卵エビと難死エビの体長と体重（2農7年布志事業場2園則
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　添　　　　重　（9）

と体長くLcm）との関係を調べて，次の関係式を得た。昭和47年上浦事業場の事例については，

驚死個体：W＝◎．0674L十13．7326（r＝0．9361），産卵個体：W諜0．0725L十12，5982（FO．9613）

（図3），また，志布志事業場の47年第2囲の例については，難死鰯体（未産卵）：W＝0．0762L

十13．2923（r瓢0．8588），産卵後の個体W＝0．0565L十13．9893（r㍊0．7592）（図4）。

　来産卵（弊死）個体と産卵後の個体について上記の関係に差は認められなかった。
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